W.S.ジェヴォンズ ノ カクニン サレタ キン ノ ジュウダイナ ゲンカ ニツイテ by KATAGIRI, Ken
1ABSTRACT
　In 1863 William Stanley Jevons published the monograph, A Serious Fall in 
the Value of Gold Ascertained,and its Social Effects Set Forth. After a careful com-
parison of the prices of 39 chief and 79 minor articles, he found that prices had 
risen between 1845 ― 50 and 1860 ― 62 by at least 10.25％ or gold fell in value by 
9  1/3％. This tract is not just an exercise in measurement. He declared that the 
depreciation of the value of gold would be regressive. It also contains an analysis 
of the role of silver, the redistributive effects of inﬂation, as well as a sketch of the 













On W. S. Jevons’ A Serious Fall in the Value of Gold Ascertained
桐 　 謙
Katagiri,  Ken





























Serious Fall in the Value of Gold…” 1963 および “The Variation of Prices and the 
Value of the Currency since 1782” 1865 の二編であって，両者はともに彼の論文
集『通貨および金融の研究』のなかに含められている。この書物は含蓄に富む
（ 2 ）ジェヴォンズは既に同年２月には金の大幅な減価を結論付けていた。“Letter 170. W. S. 
Jevons to J. S. Smith, 18 February, 1863.”in Black ed.（1977）pp4 ― 5
（ 3 ）Fisher（1927）p459




























p16f）。a 単位の財 A が b 単位の財 B，c 単位の財 C，d 単位の財 D，e 単位の
財 E と交換されるとする。t ＝ 0 から t ＝ 1 の間に，その交換比率が変化する。
財 B，C，D，E と交換される財 A が a 単位から a′単位に減少したとすると，










ば，財 A の需要が減少するか，または財 A の供給が増加することが考えられ
る。後者の場合，財 B，C，D，E それぞれの需要が増加するか，または供給
が減少することが考えられる（1909, p16）。どちら側に原因があるとしても，t




D，E の側ではなく，A の側で変動が生じる可能性が高いだろう，なぜなら A
に影響を与える一つの原因でその変化を説明するに十分だからである。他方で，
四つの別々の，しかしそれぞれ B，C，D，E に影響を与え，同時に生じる原
因が必要だろう。そこで変動の原因が A にあり，B，C，D，E ではない確率は，
4 対 1 である。（1909, p16）」
































　そして「財 A に対して，財 B，C，D，E 等，十分，多くの財の価値の平均
的な変動を決定するうえで，我々は常に，多分，財 A に起因する共通の変動





ているならば，財 A －すなわち金－の減価とみなすことができるという（1909, 
（ 8 ）Jevons（1911）pp81 ― 82，邦訳 63 ページ









しかし鉄の価格が 50％つまり 1/2 だけ上昇する，以前 100 だったものが 150
になる。トウモロコシが 20％つまり 1/5 だけ上昇する，以前 100 だったもの
が 120 になる，ということはありうる。ここでは 100 対 150 と 100 対 120 と
いう比は，同種類だが，異なる量のものであり，これらの間では平均値を得
ることができる。（1909, pp19 ― 20）」「この平均比または比率は，算術平均では
なく，幾何平均でなければならない。すなわち，100 対1/2（120 ＋ 150），ま
たは 100 対 135 ではなく，100 対√120 × 150，または 100 対 134.16 である。
（1909, p20）」「言い換えれば，平均してある財の価格が倍に，他の財の価格が













































































































































































































1844 ― 50 年の変動のあらゆる時点から公正に導き出された物価の平均」と比較
することだった。具体的には，1844 年に始まり，47 年に山を迎え，50 年に終





響は小さくなるだろう。利点と欠点のバランスをとって，私は 1844 ― 50 年か，
1845 ― 50 年が最も信頼できる基準線だろうと考える。（1909, p33）」
　1844 ― 50 年で 12 の生産群の 39 の財の６年算術平均価格は，「撹乱されない
金価値に従い，真の，または自然の平均と仮定されるこの平均（1909, p39）」














　調査の結果，39 の主要な財をとれば，1845 ― 50 年と 1860 ― 62 年の間に，物
価は平均で 16.2％上昇し，これは金が 14.0％減価したことを表している。更に
同時期で 79 のマイナーな財のうち，64 の財の物価は 6.76％上昇し，これは金
が 6.34％減価したことを表している。これらを合わせた計 118 の財では，物価
は 10.25％上昇しており，金の減価は９　1/3％である。
　これに加えて，主要な 39 の財のうち，価格上昇したのが 33 の財であるのに
対して，価格が低下したのは６つの財に過ぎない。その原因は，後者の財に対
する需要が 1845 ― 50 年には異常に大きかったのに，1860 ― 62 年には低下した
ことにある。また，79 のマイナーな財に関しても，50 の財の価格が上昇した












































点は，フランス複本位制の把握である。フランスは 1803 年に法定比価 15.5 の
金銀複本位制を採用して以来，それを維持していた。しかし 1850 年までは市
場比価が 15.6 ― 15.9 程度だったため，割高に評価された銀貨が，良貨である金
貨を駆逐し，実態としては銀本位だった。金生産が増加したのを境に，1 トロ








































的な結論は，金は 9 ％下落しているということである。銀は金に比べて 3 ％価
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